
 

 

 

 

１ 令和６年３月高卒者の進路希望状況について 
令和５年度（令和６年３月卒業予定）の留萌管内におけ

る高等学校卒業予定者の進路希望状況は、右の表のとお

りとなっております。 

就職希望者の希望勤務地の内訳は、留萌管内が 23名、

北海道内は 35名、北海道外は 1名、未定は 1名であり、

主な希望職種は事務、建設・採掘、販売、保安、サービス

の順となっております 

今年度の就職希望者数は、昨年度（85 人）と比べて 25 人減、留萌管内においては 23 人と、昨年度（48

人）と比べ、半分以下という結果でした。（令和５年６月 留萌教育局調べ） 

このことから、今年度は、留萌管内への就職希望者に比べて留萌管外への就職希望者が多くなっている傾

向といえます。 

 

２ 令和６年３月高卒者の合同企業説明会について 
留萌管内の合同企業説明会は、３年ぶりに対面で開催することになりました。 

過去２年は新型コロナウィルス感染症の影響でオンラインで実施されていました。「画面を通してだと生

徒の反応がわかりにくい」「実際に生徒が何名参加していたのかわからなかった」等の意見が聞かれ、オン

ラインで説明会を行う難しさを感じていた次第です。 

今年度は久しぶりに対面での開催になりますので、参加する事業所の皆さんと生徒たちにとって、有意義

な説明会になることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

３ インターンシップについて 
 ４月から留萌管内の事業所に訪問していますが、インターンシップについての話題が出る時がありま

す。今年度も各高校の生徒たちがお世話になると伺っております。皆様には、業務のお忙しいところ高校

生のインターンシップを受け入れていただきありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

道教委では、「北海道教育推進計画」において令和４年度末までに「在学中にインターンシップなどの体

験的な学習活動を経験した生徒の割合が 100％」となるよう目標を設定しています。 

生徒は、インターンシップに参加することにより、「自己の個性や適性を把握し、自己理解を深めること

ができる、進路意識を明確にすることができる」等の大きなメリットがあり、受入事業所にとっても学校

や生徒に事業内容等を理解してもらえる機会になる、学校との連携ができる等のメリットがあります。 

 しかし、生徒側の課題として、「インターンシップ（職業体験）に対する意識や意欲が低い生徒も少なか

らずいる」等があり、受入事業所の課題として「インターンシップでどのような体験をさせればよいか」

との意見もあります。 

 各事業所の皆様におかれましては、今まで高校生のインターンシップを受け入れたことはないが、今後

は受け入れしたいという事業所がありましたら、留萌教育局の進路相談員まで御相談ください。 

よろしくお願いいたします。（その他、高校生の採用に関することも御相談ください。） 

留萌教育局教育支援課高等学校教育指導班 0164-42-8099(直通) 

内訳/性別 男子(人) 女子(人) 合計人数 

進学希望 85 104 189 

就職希望 34 26 60 

未  定 2 1 3 

合計人数 121 131 252 

進路だより★るもい 
令和５年度６月号  北海道教育庁留萌教育局 ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ(進路相談員) 齋藤 利佳 

事業所の皆様へ 

「るもい地域 合同企業説明会」 

開催日時 令和５年７月 20日（木）13:30～15:00 

開催場所 北海道留萌合同庁舎 ２階講堂 

 

 


